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○第７１回日本身体障害者福祉大会せんだい大会� �������������������P8
○寄付　○大槌町林野火災による災害義援金　○心配ごと相談所　○リユース事業� ����P8

　６月２７日（土）
　ふれあいの居場所「ほずのいえ」でふれあいカレーが開催されました♬　参加の子どもたちは
アクアリウム作りも体験し、思い思いの作品に仕上げていました☆彡
　大人も子どもも集まって、ほずのいえ友の会会員が作るカレーをいただきました!
　「おいしい!」、「おかわり～」と賑やかなカレーの日でした。

ほずのいえ ふれあいカレーほずのいえ ふれあいカレー



（2）

くのへ社協だより

　令和８年度定時評議員会において、令和７年度の事業報告ならびに収支決算報告が承認されました。
皆様からご協力いただいた会費及び補助金収入、受託金収入、介護保険収入を財源として様々な事業に
取り組みましたので、ご報告いたします。

ボランティア活動推進事業法人運営事業
　当協議会の基盤事業であり、法人運営の効率
化・組織強化を図るとともに、住民の参加と財政
基盤の確立を目的として全世帯の加入を推進し、
87.5％にあたる世帯より会費のご協力をいただき
ました。

　一般会費収入　1,258,600 円（1,798 世帯）

デイサービス事業
　日常生活支援を行い、閉じこもり防止、いきが
いづくり、介護度進行の抑制等を目的として、介
護予防、介護認定者のデイサービス事業を実施。

○介護予防・日常生活支援総合事業
　・年間利用者　延2,464名

○介護予防・日常生活支援総合事業
　・年間利用者　延2,965名

地域福祉事業
○移送サービス事業
　�　村内に居住する高齢者等を対象として、病院
への定期通院時で月 2回を限度とし、車椅子仕
様車、及びストレッチャー仕様車での移送サー
ビスを実施。

　・利用件数	 延 13件

○給食サービス事業
　�　食の自立支援事業として、独居高齢者・高齢
者世帯の希望者に対し、安否確認を兼ねて週２
回（水曜日・木曜日）昼食を提供。
　・登録者　27名　年間配食　1,622 食

　ボランティアの育成を図ると共に、各ボラン
ティア団体活動への支援、各関係機関との連絡調
整、企画立案等行い、ボランティア活動の推進に
務めました。
○ボランティア登録者数
　・個人 53名、　団体 15団体（251名）
○ボランティア育成事業
　・災害ボランティア講習会　参加者 28名
　・キャップハンディ体験学習
　　九戸小学校・伊保内高校　2校
　・手話入門講座　参加者 12名
○ボランティア活動事業
　・声の広報朗読ボランティア　延 84名
　・地域ごとふれあいサロン　5カ所　延 68回
　　　参加者 953名、ボランティア 234名

　・給食サービス配達ボランティア　
　　　延 252名　提供回数 102回
　・修繕ボランティア　19回
　・福祉バザーガレージセール
　　　年 3回、延 8団体 53名
　・子育てサロン（はまなすっこ広場）
　　　参加親子延 29組、ボランティア延 27名
　・居住手作り会 12回

　・おでかけサロン
　　　令和 7年 8月 4日　参加者 23名 

令和 7年度事業報告

訪問介護事業
　介護認定者を対象として、居宅において家事援
助、身体介護、通院介助等日常の生活支援を実施。

○介護予防・日常生活支援総合事業
　・年間利用者　延 627名　

○要介護者
　・年間利用者　延 2,693 名

水中ウォーキング事業
　水中で負荷を軽減した運動を行うことで体力の
維持増進を図り、介護予防に資することを目的と
して実施。

　・週 2回開催、年間開催 95回　延 471名利用

細屋あつまらんかの様子
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総合福祉センター管理運営事業
　総合福祉センターでは、デイサービスセンター、
ヘルパーステーション、訪問看護ステーション、
障がい者地域活動支援センター、居住部門、当協
議会等が業務を実施している他、機能回復訓練室
の各機器及びカラオケルームは、デイサービスで
の使用時間帯を除いて、広く住民に開放しました。

○居住部門
　・令和 7年度末入居者　8名

九戸村福祉基金造成事業

ひとり暮らし高齢者の集い事業

　村全体の福祉に活用することを目的として、各
団体・個人等からの寄付金を基金として積み立て
を実施。

　・令和7年度末福祉基金積立額　27,027,844円

　「いきいきふれあい集会」を開催し、ひとり暮ら
し高齢者が顔を合わせ歓談を通して孤独感の解消
や親睦を深める目的とし実施。

　・令和7年11月28日　参加者45名

 助け合い金庫運営事業
　生活上又は医療継続上、その他生計維持のために
一時的に現金を必要とし、かつ他から融資を受ける
ことのできない方を対象として貸し付けを実施。

　・令和 7年度新規貸付	 0 件
　・令和 7年度末貸付残高	 8 件　221,500 円

	 	 生活福祉資金運営事業
　岩手県社会福祉協議会からの貸付・債権回収業務
の受託事業で、民生委員の協力を得ながら、所得の
少ない世帯、障がい者世帯、要介護者世帯、高齢者
世帯等に対して、経済的自立と生活意欲の助長、社
会参加の促進を図ることを目的として実施。

　・令和7年度末貸付在高	 11件
　・令和7年度新規貸付　	 0件
　・令和7年度生活困窮等に関する相談	 延 30件

共同募金助成事業
　県共同募金会からの配分金を財源として、各福
祉団体・施設への配分、および福祉活動への援助
を行うと共に、歳末たすけあい配分委員の協力の
もとに低所得者世帯等への助成活動を実施。

○おでかけサロン事業　参加者 23名

○ヤクルト給付事業　　利用者２名

○買い物支援事業　28回実施　利用者延 245名

○活動支援センターエール助成事業

○福祉協力校助成事業　村内３校の福祉活動を支援

○子育て支援事業
　　子育てサロンの実施、サロン室の開放

○ベビーシートレンタル事業　　延 7名

○ボランティアセンター運営事業

○ボランティア育成事業　手話入門講座　参加者 12名

○ボランティア連絡協議会助成

○スノーバスターズ活動事業　
　　見守り・除雪ボランティア　4回　延 42名

○ボランティア活動保険　220 名加入

○健康福祉大会　11月 16日開催
　・福祉事業功労者会長表彰　５名
　・福祉事業功労者感謝状　１団体
　・岩手県共同募金会会長感謝状の伝達　３団体

○心配ごと相談事業
　　弁護士による無料法律相談を実施
　　・実施回数　 6 回　相談者延件数　23件

○リユース事業
　　制服等 43着譲渡 チャイルドシート１台譲渡

○広報活動事業　社協だよりを年４回発行

○総合相談事業

○歳末たすけあい助成金
　・在宅者助成	 85 名
　・施設助成　村内 3施設	 利用者 110名
　・地域福祉活動費助成　村内 3施設	 利用者 173名
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 障がい福祉サービス事業
　障がい者が地域社会で自立した生活を送ること
ができるよう、居宅介護事業（ヘルパー派遣事業）
を実施。

　・令和 7年度末登録利用者	 5 名
　・派遣回数	 延 223回

 地域活動支援センター（エール）運営事業
　障がい者が地域において自立した日常生活また
は社会生活を営むことができるよう、創作的活動・
生産活動の機会の提供と社会との交流を図るため
実施。

　・支援センター開所日数	 237 日
　・令和 7年度末登録利用者	 5 名
　・利用者	 延 300名

 学童保育事業
　勤労世帯等における小学校児童のうち、放課後
等に保護を要する低学年を中心とした児童を対象
として、遊びや生活の場を提供し児童の健全育成
を図るため、村から受託し実施。

　・令和 7年度末登録者	 46 名
　・令和 7年度利用者	 延 5,368 名

 高齢者就労支援事業
　令和 7年度より村からシルバー人材センターに
直接補助金が交付され、運営されることになりま
したので、今年度の実施はありませんでした。

生活支援体制整備事業

地域訪問支援事業

　令和 7年度 7月より村から受託し、高齢者が自
立した生活を送るための体制を整備することを目
的に、SC（生活支援コーディネーター）を配置し、
地域住民が担い手となる地域の支え合いの体制を
推進するため、地域訪問支援事業と並行し、助け
合い活動アンケート、関係会議、研修等に参加し
支援体制を整えてまいりました。

　・助け合い活動住民アンケート聞き取り　267名
　　（回収率 20.5%）
　・協議会議出席　2回
　・現地視察研修　3回（雫石、紫波、一戸）

　住民が住み慣れた地域で孤立することなく安心
して、自分らしく暮らし続けることができるよう、
安否確認や見守りによる生活課題の早期発見、必
要なサービスや専門機関へのつなぎを目的に実施。

　・世帯訪問　　　　延 478件
　・住民支え合いマップづくりの普及活動
　　　更新行政区 1件（山根行政区）

居宅介護支援事業
　対象者の生活機能、健康状態等を把握し、対象
者に最もあったケアプランを作成するとともに、
それに基づいて指定居宅サービス事業者との連絡
調整等を実施。

　・令和 7年度ケアプラン作成	 967 件
　・令和 7年度末サービス提供	 30 名

日常生活自立支援事業
　高齢者や障がい者が地域で安心して生活が送れ
るよう福祉サービスの利用手続きの援助や代行、
またそれにともなう日常的金銭管理を実施。

　・令和 7年度末利用　　0件

福祉団体等への支援活動
 　団体事務局を行い、各団体の活発な活動に繋げ
ることを目的として、支援活動を担いました。

　・九戸村共同募金委員会事務局
　・九戸村老人クラブ連合会事務局
　・九戸村身体障害者協会事務局
　・九戸村ボランティア連絡協議会事務局
　・九戸村シルバー人材センター事務局
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収入の内訳 支出の内訳

収入
157,101,889 円

その他
119,678 円

介護保険事業
64,681,362円

貸付金
85,000 円
受取利息配当金
138,134 円

受託事業
65,734,450円

事業収入
3,145,460円

会費
1,258,600円

寄附金
959,427円　

負担金
3,558,000円　

障害福祉サービス等
事業
552,380円

積立資産取崩収入
3,500,000円

経常経費補助金
13,369,398円

人件費
102,471,900円

事業費
32,195,592円

事務費
12,626,385円

助成金
441,000円

基金積立資産
255,000円

負担金
120,600円

貸付事業
0円

共同募金配分金
事業費
2,305,338円

固定資産取得
3,849,824円

積立資産
1,470,721円

支出
155,736,360 円

令和７年度決算報告
（単位：円）

資　産　の　部 負　債　の　部
科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

流動資産 68,753,002 流動負債 11,496,532
固定資産 41,494,446 固定負債 1,922,580
（基本財産） 1,000,000 負債の部合計 13,419,112
（その他の固定資産） 40,494,446 純　資　産　の　部

基本金 100,000
基金 27,027,844
国庫補助金等特別積立金 146,030
その他積立金 4,000,000
次期繰越活動増減差額 65,554,462

純資産の部合計 96,828,336
資産の部合計 110,247,448 負債及び純資産の部合計 110,247,448

貸借対照表

資金収支計算書

令和７年訪問介護サービス利用者アンケート集計結果

～利用者様からのご意見～
・優しく声掛けをしてくれて、大変よくしてもらっている。
・ヘルパーの対応や心遣いに感謝しています。
・�耳が聞こえない為、外の世界とかけ離れているので会話をして
ほしい。
・�時間が延長になった場合にどこまでが支援内容に含まれている
か不明のため、依頼をする時に不安になる。

～管理者より～
　アンケートにご協力いただいたご利用者様、ご家族の皆様に心
より感謝申し上げます。
　全体的には良い評価をいただいている一方で、担当者による対
応のばらつきがあるというような貴重なご指摘もいただきました。
　いただいた声を真摯に受け止め、よりよいサービスを提供でき
るよう、今後も研修やミーティングなどで考える機会を設け、ご
利用者様の安心・安全な生活のため、さらなるサービス向上に努
めてまいります。

訪問介護サービス利用者アンケート
約束通りのサービスか
気持ちが良い対応か

サービスの工夫をしているか
プライバシーを守っているか
どのヘルパーも同じサービスか

言葉遣いや態度は適切か
サービスの質や技術には満足か
気持ちを大事にしているか

不満や要望にきちんと対応しているか
質問に対して納得するまで丁寧に答えているか

86％ 88％ 90％ 92％ 94％ 96％ 98％ 100％
はい いいえ わからない 無回答

22
22

22

1
1
1

1

1
1

1

21
21
21

21

1
1

20
20

21

 ２０２５年１２月に訪問介護の利用者様２２名にアンケート調査を実施しました。
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　7月2日（木）九戸村体育センターで開催されました。
　ゲートボールリレー、輪投げレース、ビン釣りリレー、吹き矢的あてゲーム、玉入れ競争の5種目で
競い合いました。
　今年度の優勝チームは、伊保内笑和会と喜楽会で同点優勝となりました。

　『ほずのいえ』は、地域住民の助け合いを深めて、ふれあいから多世代の助け合いがひろがっていく
ことを目的としています。
　ほずのいえでは、地域住民企画のイベント「団子の日」、「ふれあいカレー」を開催しています。２か月
に１回地域包括支援センター主催の「認知症カフェ」も開催されます。

　二戸警察署九戸駐在所の猿川所長より4月に改正
になった道路交通法のお話しをしていただきました。
皆さん質問をし、道路交通の安全性の確認をしまし
た!! また、利用者手作りのおいしいしだみドーナツ
もいただきました。

　安藤サチ子さん、向井キミさん、下川原光江
さんが手作りされた団子が振る舞われました。
　出来立てのよもぎ団子ときなこ餅がとても
おいしかったです☆彡
　また、社会福祉協議会主任ケアマネージャー
による介護サービスについての講話もあり、
利用者が熱心に耳を傾けられていました。

第39回九戸村老人クラブ体育祭

ふれあいの居場所『 ほずのいえ 』

地域包括支援センター主催
「認知症カフェ」　５月２０日開催

「団子の日」　６月２２日開催

優勝 伊保内笑和会、喜楽会
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　九ご近所すけっ隊は、生活での「ちょっとした困りごと」をお助けする団体です。ボランティアが１時間以
内の手作業でお手伝いをします。料金は低額でチケット制により、「困ったときは、お互いさま」という助け
合いで活動しています。

福祉バザーガレージセール 開催　7月7日（火）まさざね館

住民支え合いマップ作り開催

生活支援ボランティア「ご近所すけっ隊」

　伊保内婦人会、九戸村社会福祉協議会親睦会の皆さんが参加し、開催されました。
　売り上げの20%は、ボランティア連絡協議会の福祉への寄付活動に役立てられます。

　地域の要援護者等を把握し、災害時の支援、また様々な地域の課題解決を目的として住民支え合いマップ作
りを6月28日（日）に宇堂口地区にて開催いたしました。15名の地域住民が参加し、地域の情報を出し合い、
確認し、マップ作りを進めました。

料　理料　理 … 調理、買い物代行
掃　除掃　除 … 清掃、窓ふき（１階）、ゴミの分別・ゴミ出し
保　守保　守 … 電球交換、電池交換
見守り見守り … 見守り、話し相手、安否確認
その他その他 … 書類説明、給油、除雪、草取り・草刈り

このようなお困りごとに対応いたします！

チケットの仕組み

利用を検討している方へ

お問い合わせ先【ご近所すけっ隊事務局】

　お問い合わせいただきますと生活支援コーディネーターが訪問して依頼内容確認、説明をします。
　①利用を希望すると利用登録し、チケット購入	 　③決まった日程にボランティアが訪問して、お手伝い
　②お手伝いがある時は、事務局に連絡して日程調整	 　④お手伝い終了後にチケットでお支払い

１０枚　１０００円で販売
※初回購入に限り、お試し券１枚ついています。

１５分以内チケット１枚【１００円】
３０分以内チケット３枚【３００円】
６０分以内チケット５枚【５００円】
買い物代行１回チケット５枚【５００円】

ほずのいえ
　≪月・水・金（祝日定休日）9:30～15:30≫
　住所：九戸村大字伊保内7-14-1　　電話：26-8333
九戸村社会福祉協議会
　≪月～金（祝日定休日）8:30～17:30≫
　住所：九戸村大字伊保内7-39-4　　電話：41-1200

新規作成・更新の地区を
募集しています!!
～お問い合わせ先～

九戸村社会福祉協議会（41-1200）
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社会福祉法人
九戸村社会福祉協議会
〒028-6502　九戸村大字伊保内7-39-4
　　　　　　　（九戸村総合福祉センター内）
TEL 0195-41-1200   FAX 0195-42-2064
ホームページアドレス 
http://www.kunohe-shakyo.jp/

大槌町林野火災による災害義援金
（敬称略）

　九戸村赤十字奉仕団	 21，000円　　匿名　3,000円
　五枚橋行政区　	 10，000円　　匿名　2,000円
　山友会　	 30，000円　　匿名　2,000円
　石川ツエ　　	 3，000円　　匿名　2,000円
　関端研吾　　	 3，000円
　関口誠治　　　	 20，000円
　※７月１３日現在

　- 受付期間 -
令和８年８月３１日(月)まで

　- 募金方法 -
○お振込み：ゆうちょ銀行
　口座番号：00120-1-452437
　口座名義：岩手県共募大槌町林野火災による災害義援金
○九戸村共同募金委員会(九戸村社会福祉協議会)
　窓口への持参

「ベビーシート」・のレンタル

第７１回日本身体障害者福祉大会 せんだい大会

リユース事業

心配ごと相談所　（無料法律相談）

福祉サービス苦情解決相談窓口を設置しています

ご寄附・ご寄贈ありがとうございます

「ベビーシート」のレンタル
�　村内在住の新生児からおおむね
満 1歳までの乳児、または帰省等
により一時的な利用が必要な乳児
を対象とした無料貸出を実施して
います。

　平中昭夫さんが福祉の向上、権利擁護にご尽力され
た功績により全国表彰されました。
おめでとうございます。

「チャイルドシート」「制服」の譲渡
　リユースによる譲渡を実施しています。
　使用していないベビーシート、チャイルドシート、
制服等が眠っていませんか？
　寄付いただいたものは、必要な方にお譲りします。
　当協議会でクリーニング、メンテナンス後に必要な
方に譲渡します。

　※最新の在庫はホームページでご確認ください。
　問合せ先　九戸村社会福祉協議会　☎ 41-1200

時　間　13：30～ 15：30
　　　　（相談時間　１人 30分　定員４名）
場　所　九戸村総合福祉センター
申込先　九戸村社会福祉協議会（☎ 41-1200）
　※事前予約が必要となります。
　※相談内容の秘密は守られます。

　当協議会で提供している福祉サービスについての
苦情等の相談窓口を設置しています。

＜相談、苦情等の受付先電話番号＞
　☎ 0195-41-1200

〈相談、苦情等の受付担当者〉
　安達さつき、久保田知美

〈第三者委員〉小田野幸、日影惠子
�　なお、下記においても苦情相談の受付をおこなって
おりますので、気軽にご相談ください。

〈岩手県福祉サービス運営適正化委員会〉
　☎ 019-637-8871

開設日 担当相談員
9 月 17日（木） 上山　信一　弁護士

ベビーシート
（体重13kgまで使用可）

〔令和８年５月 28日〕
　九戸村ボランティア連絡協議会　様
　毎年開催している「福祉バザー」の売上金から、掃
除機と段ボールハウスを寄付いただきました。
子育てサロンで活用いたします。

〔令和８年６月５日〕
　アジアンプロレスリング様　10,000 円
〔令和８年６月 11日〕　　〔令和８年７月６日〕
　匿名　10,000 円　　　　匿名　リハビリパンツ


